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日

号
外

ペ
ー
ジ

八
五

薬
事
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

二
八
138

六
〇

八
六

薬
事
法
第
二
条
第
十
四
項
に

規
定
す
る
指
定
薬
物
及
び
同

法
第
七
十
六
条
の
四
に
規
定

す
る
医
療
等
の
用
途
を
定
め

る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

二
八
138

六
一

八
七

国
民
年
金
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
八
138

六
一

八
八

厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則

等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

二
八
138

六
一

〇
農
林
水
産
省

四
六

漁
業
セ
ン
サ
ス
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

六
117

一

四
七

漁
船
検
査
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

一
二
121

五
二

四
八

米
穀
の
出
荷
販
売
事
業
者
が

遵
守
す
べ
き
事
項
を
定
め
る

省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

一
三

一

四
九

農
業
協
同
組
合
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

一
四
124

四
三

五
〇

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び

品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

二
〇
130

一

五
一

動
物
用
医
薬
品
等
取
締
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

二
六
136

一

五
二

農
林
水
産
省
関
係
福
島
復
興

再
生
特
別
措
置
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

二
八
138

六
二

五
三

森
林
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

二
八
138

六
二

〇
経
済
産
業
省

三
〇

伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

一
四
124

四
三

三
一

経
済
産
業
省
組
織
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
八
138

六
三

三
二

電
気
事
業
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
八
138

六
四

〇
経
済
産
業
省
、
環
境
省

六

特
定
工
場
に
お
け
る
公
害
防

止
組
織
の
整
備
に
関
す
る
法

律
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
指
定
試
験
機
関
を
指

定
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

一
二

二

〇
経

済

産

業

省
、

原
子
力
規
制
委
員
会

一

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
経
済

産
業
省
令
・
原
子
力
規
制
委

員
会
規
則
の
整
理
等
に
関
す

る
命
令

二
八
140

一

〇
国
土
交
通
省

五
〇

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推

進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
国
土
交
通
省
関
係

省
令
の
整
理
に
関
す
る
省
令

一
四
124

四
三

五
一

船
員
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に

関
す
る
国
際
協
定
の
締
結
等

に
伴
う
漁
業
離
職
者
に
関
す

る
臨
時
措
置
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

二
七

二

五
二

国
土
交
通
省
組
織
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
八
138

六
五

五
三

観
光
庁
組
織
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

二
八
138

六
六

五
四

海
事
代
理
士
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

二
八
138

六
六

五
五

指
定
海
上
防
災
機
関
に
関
す

る
省
令

二
八
138

六
六

五
六

船
舶
安
全
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
八
138

六
九

五
七

海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害

の
防
止
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一

部
の
施
行
に
伴
う
国
土
交
通

省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す

る
省
令

二
八
138

六
九

五
八

船
舶
設
備
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

二
八
138

六
九

〇
環

境

省

一
五

排
水
基
準
を
定
め
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

一
〇

一

一
六

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

一
〇

二

一
七

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

一
四
125

一

規

則

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
人

事

院

一
〇
e

四
e

二
〇

人
事
院
規
則
一
〇
e

四
（
職

員
の
保
健
及
び
安
全
保
持
）

の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院

規
則

一
〇

四

〇
公
正
取
引
委
員
会

二

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局

組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

二
八

三

〇
原
子
力
規
制
委
員
会

四

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係

規
則
の
整
備
に
関
す
る
規
則

二
八
140

四

五

実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ

の
附
属
施
設
の
位
置
、
構
造

及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る

規
則

二
八
140

J
L
K

六

実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ

の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に

関
す
る
規
則

二
八
140

J
M
I

七

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
使
用

す
る
燃
料
体
の
技
術
基
準
に

関
す
る
規
則

二
八
140

J
N
M

八

実
用
発
電
用
原
子
炉
に
係
る

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
の
設

計
及
び
工
事
に
係
る
品
質
管

理
の
方
法
及
び
そ
の
検
査
の

た
め
の
組
織
の
技
術
基
準
に

関
す
る
規
則

二
八
140

J
N
O

九

研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子

炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
位

置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準

に
関
す
る
規
則

二
八
140

J
O
K

一
〇

研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子

炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技

術
基
準
に
関
す
る
規
則

二
八
140

J
P
I

一
一

研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子

炉
に
使
用
す
る
燃
料
体
の
技

術
基
準
に
関
す
る
規
則

二
八
140

J
Q
J

一
二

研
究
開
発
段
階
発
電
用
原
子

炉
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
設

置
者
の
設
計
及
び
工
事
に
係

る
品
質
管
理
の
方
法
及
び
そ

の
検
査
の
た
め
の
組
織
の
技

術
基
準
に
関
す
る
規
則

二
八
140

J
Q
L

›
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